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ふるさとをたずねて
ふるさと歴史散歩

稲
荷
神
社
は
岡
田
小
学
校

の
東
、
出
合
橋
の
南
の
西
高

柳
１
３
０
番
地
に
あ
る
。

う
か
の
み
た
ま
の
か
み

主
祭
神
は
倉
稲
魂
神
、
配
神
は
田
中

神
・
猿
田
彦
神
な
ど
で
あ
る
。

境
内
社
に
は
素
鵞
神
社
・
金
刀
比
羅

神
社
な
ど
多
く
の
社
が
あ
る
。

聖
武
天
皇
の
神
亀
５
年
（
７
２
８
）

造
化
の
神
、
五
穀
の
神
と
し
て
鎮
座
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
高
柳
大
明
神
と
号

し
た
が
、
元
暦
元
年
（
１
１
８
４
）
流

宮
五
社
大
明
神
と
改
称
し
た
。
享
保
２

か
ん
じ
ょ
う

年
（
１
７
１
７
）
稲
荷
社
を
勧
請
し
、

稲
荷
五
社
大
明
神
と
改
め
、
後
に
稲
荷

大
明
神
、
更
に
稲
荷
神
社
と
改
称
し
た
。

高
倉
天
皇
の
仁
安
３
年
（
１
１
６
８
）

社
地
内
の
桜
木
の
森
に
神
霊
が
あ
ら
わ

ま
す

れ
、
光
明
が
輝
き
、
夜
毎
、
桝
で
物
を

量
る
映
像
が
見
え
、
そ
こ
に
御
神
体
を

発
見
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
高
桝
大
明
神
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

安
徳
天
皇
の
元
暦
元
年
（
１
１
８
４
）

当
地
方
の
洪
水
に
際
し
、
神
霊
が
桜
木

の
森
に
流
れ
つ
き
、
光
明
が
輝
い
て
四

方
を
照
ら
し
、
ま
た
、
後
亀
山
天
皇
の

応
安
７
年
（
１
３
７
４
）
の
洪
水
に
際

し
て
も
楠
の
巨
木
に
神
霊
が
流
れ
つ
き
、

光
明
が
輝
い
て
地
域
の
人
々
を
守
っ
た
。

こ
れ
ら
の
洪
水
に
よ
る
神
霊
出
現
伝

承
に
よ
り
今
も
な
お
、
多
く
の
人
た
ち

に
「
な
が
れ
み
や
」
と
親
し
み
を
も
っ

て
呼
ば
れ
て
い
る
。ほう
じ
ょ
う

古
く
か
ら
五
穀
豊
穣
を
守
る
神
と
し

て
、
ま
た
、
上
高
柳
・
西
高
柳
・
昌
農

内
・
北
川
原
・
塩
屋
の
人
た
ち
の
氏
神

と
し
て
尊
ば
れ
て
き
た
。

絵
馬
は
す
ぐ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
赤

穂
浪
士
の
全
絵
像
も
完
備
し
て
い
る
。

し
ゃ
そ
う

常
緑
の
社
叢
は
古
く
、
中
で
も
楠
の
巨

木
は
珍
し
い
。

ま
た
、白
く
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
お
よ

ぶ
長
い
参
道
に
は
、よ
く
手
入
れ
の
さ
れ

た
美
し
い
松
並
木
が
あ
る
。こ
の
松
並
木

は
当
地
方
で
は
屈
指
の
も
の
で
、毎
年
の

手
入
れ
は
、
地
域
の
人
た
ち
の
「
な
が

れ
み
や
」

に
対
す
る

崇
敬
の
念

の
表
れ
と

思
う
。

い
つ
ま

で
も
大
切

に
し
、
後

世
に
残
し

て
い
き
た

い
も
の
で

あ
る
。

な
が
れ
み
や

稲
荷
神
社
（
流
宮
）

松
前
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員

水
口

秀
治

た か お し ひ め

気持ちの良い朝、高忍日売神社の広い境内の半分を覆わんばかりの御神木（大楠）を見上げながら集合。
宮総代をはじめ地元からの参加者も多く、総勢２６名となる。宮司から神社の由来、多数ある境内社・

はら

句碑・記念碑・徳丸地区の成り立ちなどのご説明があった後、拝殿でお祓いを受けた。
１．高忍日売神社
� 最近修復された回廊には、赤穂四十七士の掲額が有る。回廊が破損除去された後、大切に収納さ
れていたため保存状態が良い。天野屋利平の額が含まれているのが興味深い。

ひろ のり

� 水野広徳の撰「暗渠埋設碑」が南面して立ち、玉垣の外から見ることができる。「夫レ水利ハ農村
ノ生命ナリ……」に始まる碑文に、穀倉徳丸を築いた先人の苦心を知ることができる。
� 今回初めて教えていただいたのが、２本の楠の枝が数メートル上で繋がっている“連理”の存在

たと

である。「比翼連理」は、夫婦仲が極めて良い喩えであるが、奇跡の実在である。
２．本性寺

はす いけ

� 山門を入ると蓮池があり、夏には古代蓮（大賀蓮）が大輪の花を咲かせる。
せい しん

� 加藤精神像。仏教界・教育界の偉大な存在である加藤精神大僧正は、徳丸の出身である。総本山
け しゅ

奈良長谷寺化主となり、大正大学・東洋大学学長も歴任された。

１１月のふるさと歴史散歩は、休みです。
問い合わせ 松前史談会（鷲野）�９８４－５４３９

高高忍忍日日売売神神社社・・本本性性寺寺（（徳徳丸丸））をを探探訪訪
（松前史談会レポート）
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高忍日売神社 ご神木の大楠

高忍日売神社神殿前
参加者一同

稲荷神社の参道
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